
令和２年１１月２５日
中部ブロック発注者協議会

令和2年度 第2回 中部ブロック発注者協議会を書面開催しました
～新・全国統一指標及び自己評価指標の目標値を決定～

令和２年１月３０日に改正された「発注関係事務の運用に関する指針」に
基づき、全国統一指標及び自己評価指標の見直しています。今回、各指標に
おける目標値を決定しました。今後、この目標値に向けて取組の促進を図っ
ていきます。

開 催 日 時： 令和２年１１月１１日（水）
（一部、WEB会議にて開催：令和2年11月12日(木)）

＜参考＞

◇ 中部地方整備局では、平成17年に施行された「公共工事の品質確保の促進に関
する法律」（以下「品確法」という。）を受け、発注者間における各種施策の
連絡調整の為、平成20年11月に「中部ブロック発注者協議会」を設立しました。

◇ 本協議会は、各発注者が公共工事の品質確保の促進に向けた取組み等について
情報交換を行うなどの連携や、発注者間の協力体制を強化するとともに、地域
を支える建設生産システムの向上に関する各種施策の推進・強化を図り、もっ
て中部ブロックにおける公共工事の品質確保の促進に寄与することを目的とし
ています。

１．添付資料 資料－1 次第
資料－2 開催概要

２．配 布 先 中部地方整備局記者クラブ

３．問合せ先 中部ブロック発注者協議会事務局
中部地方整備局 企画部 技術管理課

TEL ０５２－９５３－８１３1
企画部 技術管理課長 松村 昭洋

建設専門官 山本 進一

４．そ の 他 会議資料は中部地方整備局のホームページで公表しています
https://www.cbr.mlit.go.jp/hinkaku/index.htm

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、本会議は書面開催
としました
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次   第  

 

 

        １．開 会 

        ２．挨 拶 

        ３．議 事 

         １）新・全国統一指標の目標値について 

         ２）自己評価指標［業務］について 

         ３）自己評価指標［工事･業務］の目標値について 

        ４．情報提供 

         １）速やかな繰越手続きについて 

         ２）工事･業務ガイドライン（中部地整）の改定について 

         ３）建設業法の改正に伴う監理技術者の兼務について 

         ４）インフラ分野のＤＸ推進の取組について 

         ５）公共工事等の中長期的な発注見通しの公表について 

         ６）都市計画コンサルタント業務の発注等について 

        ５．閉会 



【新・全国統一指標】 目標値

１

令和2年度 第2回 中部ブロック発注者協議会

No 新・全国統一指標
中部

ブロック

県域

岐阜県 静岡県 愛知県 三重県

工
事

①
地域平準化率
（施工時期の平準化）

（0.67）
0.80

（0.77）
0.80

（0.60）
0.80

（0.66）
0.80

（0.61）
0.80

②
週休２日工事の実施状況
（適正な工期設定）

（0.43）
0.70

（0.67）
0.70

（0.03）
0.70

（0.65）
0.70

（0.22）
0.70

③
低入札価格調査基準又は最低制限価格の設定
（ダンピング対策）

－
（0.73）
1.00

（0.84）
1.00

（0.89）
1.00

（0.95）
1.00

業
務

①
地域平準化率
（履行期限の分散）

（0.48）
0.40

（0.41）
0.40

（0.51）
0.40

（0.43）
0.40

（0.46）
0.40

②
低入札価格調査基準又は最低制限価格の設定
（ダンピング対策）

－
（1.00）
1.00

（0.94）
1.00

（0.94）
1.00

（0.81）
1.00

上段：令和元年度の実績値
下段：令和６年度の目標値

4～6月基の工事平均稼働件数
年度の工事平均稼働件数

週休２日対象工事件数（公告等）
全工事件数（公告等）

設定した入札件数
年度の発注工事件数

設定した入札件数
年度の発注工事件数

第４四半期[1～3月]に完了する業務件数
年度の業務稼働件数

自己評価指標［工事・業務］の目標値

２

運⽤指針 ⾃⼰評価指標

必
ず
実
施
す
べ
き
事
項

予定価格の適正な設定 (1) 最新の積算基準の適⽤状況等

歩切りの根絶

低⼊札価格調査基準⼜は最低
制限価格の設定・活⽤の徹底

低⼊札価格調査基準⼜は最低制限
価格の設定

施⼯時期の平準化 平準化率

適正な⼯期設定
(２) 適正な⼯期設定

週休２⽇制⼯事の実施状況

適切な設計変更 (３) 設計変更ガイドラインの策定･活⽤
状況等

発注者間の連携体制の構築

実
施
に
努
め
る
事
項

ＩＣＴを活⽤した⽣産性向上
(４) 建設ＩＣＴの導⼊状況

(５) 受発注者間の⼯事情報の共有状況

⼊札契約⽅式の選定・活⽤ (６) 総合評価落札⽅式の導⼊状況

総合評価落札⽅式の改善

⾒積りの活⽤

余裕期間制度の活⽤

⼯事中の施⼯状況の確認

受発注者の情報共有･協議の
迅速化

運⽤指針 ⾃⼰評価指標

必
ず
実
施
す
べ
き
事
項

予定価格の適正な設定 (1) 最新の積算基準の適⽤状況等

低⼊札価格調査基準⼜は最低
制限価格の設定・活⽤の徹底

低⼊札価格調査基準⼜は最低制限
価格の設定

履⾏期間の平準化 平準化率

適正な履⾏期間の設定
(２) 適正な履⾏期間の設定

適切な設計変更 (３) 設計変更ガイドラインの策定･活⽤
状況等

発注者間の連携体制の構築

実
施
に
努
め
る
事
項

ＩＣＴを活⽤した⽣産性向上

⼊札契約⽅式の選定・活⽤ (４) 総合評価落札⽅式の導⼊状況

プロポーザル⽅式・総合評価
落札⽅式の積極的な活⽤

履⾏状況の確認

受発注者の情報共有･協議の
迅速化

新・全国統一指標

【 工 事 】 【 業 務 】

○ 自己評価指標は、全て令和６年度(2024)までに［100%達成］を目標とする

新規設定
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令和2年度 第2回 中部ブロック発注者協議会（ＷＥＢ会議）令和2年度 第2回 中部ブロック発注者協議会

ＷＥＢ会議の開催状況


